
 
 
 
 
 
 

 

 

 

       論文送付・登録                         管理・運用 

   学内研究者 

  

 

 

 

 

                                             Google 等を通じて検索・閲覧されます 

 

 

                

 

 ■ 弘前大学学術情報リポジトリとは？ 

  弘前大学の教育・研究活動において作成された電子的形態の教育・研究成果を収集し，インターネットにより世界

へ向けて発信・提供する仕組みです。 

 

 ■ 教育・研究成果をリポジトリで公開するメリットは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

弘前大学学術情報リポジトリ

教 育 ・ 研 究 成 果 

 
 
 
 
               等      

学生  研究者  一般利用者 

図書

各種研究報告書

教材・シラバス

会議発表論文

特殊ｺﾚｸｼｮﾝ

学位論文

科研費報告書

紀要論文

学術雑誌論文学内教育・研究者 附属図書館 

・リポジトリ管理

・メタデータ作成

・論文の電子化 

大学のショー
ケース 

社会に対する
説明責任 

大 学 

産学連携・地域
貢献の推進 

大学の知名
度向上 

登録は，電子ファイルをメールで送るだけ！

■ 教育・研究者 

● 公開を許諾する。 

附属図書館へ所属・連絡先等を記入した「弘前大学学術情報リポジトリ登録申請書」を送付（初回のみ）

● 共著者の許諾を得る。 

● 図書館へ電子ファイルを送る。 

雑誌掲載文献の場合は，版権への配慮のため，電子ジャーナルからダウンロードした PDF や出版社提供の別刷

PDF ではなく，投稿時に提出した著者原稿（査読を経た最終原稿）を送りください。 

■ 図 書 館 

● 出版社等許諾条件の確認，リポジトリへの登録 

著作権等の確認，メタデータ（タイトル等）作成，リポジトリへの登録等は図書館が行います。 

紙媒体しかない場合も電子化して公開することが可能です。お気軽にご相談ください。 

資料の送付先・お問い合わせ先：弘前大学学術情報部学術情報課資料管理グループ 

 TEL: 0172-39-3156  FAX: 0172-39-3171  E-mail: repohelp@cc.hirosaki-u.ac.jp 

研究業績 DB 等へ
の流用 

新たな発信ルート
の獲得 

研究成果のデジタ
ルファイルの永続
的保存 

教育・研究成果のア
クセス・引用の向上
(被引用数：3 倍以上) 

教 育・

研究者 

弘前大学学術情報リポジトリ 

  Hirosaki University Repository for Academic Resources 

                     < http://repository.ul.hirosaki-u.ac.jp:8080/dspace/ > 



 

最先端学術情報基盤の構築に関する電子コンテンツ整備 

-平成 18 年度 CSI 委託事業成果報告（弘前大学）-  

機関リポジトリシステム導入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   「弘前大学学術情報リポジトリ」試験公開へ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 コンテンツ構築・準備作業 

                   

                        
 
 
 

   リポジトリ構築・運用に関する制度整備及び広報活動 
 
 
 
 

他システムへの登録・外部検索システムとの連携 
 
 

ハードウェア・ 

ソフトウェアの検討 

（平成18 年9 月） 

ハードウェア購入 

（最小限構成で） 

（平成18 年10 月）

業者委託 

・ソフトウェア構築 

・システム保守 

（平成18年10月）

1 

学内限定試験公開 

（平成18 年1１月） 

1 
システム障害発生 

（平成19 年1 月）

2 
学内限定公開再開 

（平成19年2月）

3 
学外試験公開 

（平成 19 年3 月

14 日） 

「学外試験公開」

に大幅な遅れ 

 

 

 

リポジトリ名称の決定（平成18 年９月） 

 弘前大学学術情報リポジトリ Hirosaki University Repository for Academic Resources

4 

時間と職員不足 ⇒ 既存シス

テム利用と自館構築は断念 ・Dspace で構築 

システムの管理運用は

附属図書館職員で 

追加ソフトウェアのイ

ンストールが原因？ 

・委託業者は構築実績のある業者へ

2 3 

 
科研費報告書 

自館電子化 

1,400 ページ 

 N I I 電子化紀要
弘前医学 21 件 

 

構築・運用に関する全学的委員

会の設置（平成19 年3 月） 

教  材 
哲学会誌 

   42 件

科研費報告書 

   ２４件 

既存電子化紀要 

自館電子化済 

170 件 

33 件

教員研究業績リスト作成  187 人 1,470 件 

保健管理概要12 件 

教材  7 件 
 
 

附属図書館運営委員会におけ

る進捗状況報告（平成 18 年

11 月）（平成19 年3 月） 

「弘前大学学術情報リポジトリ運用

指針」策定（平成19 年3 月） 

 
ＯｐｅｎDOAR への登録 

ＲＯＡＲへの登録 

ＯＡＩｓｔｅｒへの登録 

NII junii2 によるハーベスト依頼

Google, Google Scholar収録依頼

Scirus収録依頼 
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